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長岡高校 ＳＳＲＡ・ＳＳＲⅠ 

ＣＴＴ２ 「生命倫理（クローンペット）」授業計画（授業３時間） 

参考：ＣＴＴ；クリティカルシンキングトレーニング 

『ＳＳＲＡ』，『ＳＳＲⅠ』の目的・期待される効果 （申請書より） 

 情報活用や，教科科目の枠を超えた内容を扱い，論理的思考力・批判的思考力を養うことで，課題研究を行うため

の基礎的技能と思考力等を身につける。 

「ＣＴＴ」 

・論理的思考力・批判的思考力を養うためのプログラムを全校体制で実施する。

・資料を読み，資料に対しての自らの考えを要約し，それを小グループで発表し相互評価するという過程を複数回経

験させる。

・その都度，一つの資料に対して複数教科の教員が異なる視点での解説を行い，多角的・多面的，複合的な視点で事

象をとらえる力を養う。

・要約を実際に書くことで表現力や論理的思考力を向上させる。

・発表では「ＩＣＥモデル」を活用したルーブリックにより生徒間での相互評価を行う。

・コンセプトマップ，フィッシュボーン等の思考ツールを用いた思考スキル，また，ＫＪ法等，発想の発散･収束の

方法を学ぶ。

・資料は国語科，地歴・公民科，数学科，理科，英語科，家庭科など複数教科が連携して作成する。

ＣＴＴの中での指導の位置づけ 

ＣＴＴの２展開目の授業である。１展開目は書き方について国語の教員からの指導が行われた。 

実際に一つのテーマで複数教科の教員が指導する初めての展開であるので，複数の教員の異なる

視点での解説を行うことについての意義を話す。 

指導内容の概要 ： クローンペットに関する文章をもとにして反論を書く。 

①（１時間目）反論を書くにあたって公民科，理科（生物）の教員から考えるための情報を学ぶ。 

②（２時間目）実際に反論を書く。（600 字から 800 字）

③（２時間目～３時間目）書きあがった反論をお互いに読んで評価し，清書する。

指導上の留意点 

クローンペットについては、それを推進する意見や反対する意見を述べている。どちらの意見に

も理由があり、どちらか一方だけの意見が正しいというような結論が出ている問題ではない。 

 今回の授業では反論を学ぶ授業の題材として、一方の意見をもとに反論を書くように指導してい

るが、個人の立場や考え方などにより自分の意見とは異なる意見を書いている生徒も多くいること

だと思われる。多様な意見があり、それぞれの意見は尊重されなければならないことも指導したい。 

評価について 

授業後に生徒は原稿・評価表・清書を提出する。この提出物で担当者は評価する。 

評価のポイント 

すべての提出物が出されている。 

生徒からのお互いの評価を参考にする。 

教員は清書を読み，評価されたポイントが改善されているのか確認する。 

※できるだけ早く生徒に返却する。→ 生徒自己評価のため
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ＣＴＴ 授業 （授業はクラス とに公民科と理科の中で めた担当者が進行する） 

１時間目（ 分） 

目 授業内容 留意点 

導  

（ 分） 

授業の内容目的の説  

「反論することで論理的に物事を考える力を養

うことが目的」 

「考える材料として クローンペットの作成 を

用する」 

「この課題は 成の立場の人と反対の立場の人

がいて，どちらの考え方も尊重されるべきもの

である」 

「今 は反論を考えるために一方の意見を

するが，みなさんにはこれを に 方の

に を けて しい」 

課題文：「ペットを った い さんの想い」 

 

授業では提 された課題文に対

しての反論を書くが， して課

題文の考え方が間 っていると

いうことを教えようとしている

のではないことを 確にする。 

※出 の ック

展開１ 

（ 0分） 

自で課題文を読 。 

課題文の理解を ける問題を解く。  

展開２ 

（ 0分） 

理科（生物）の教員が「クローン」について、

基礎 のプリントを読 ように指 する。 

  内容のポイント： 

・クローンとは

・クローンの と 点， 点

生徒はまだ「 」について

の学 を行っていないので、

説の参考ペー を する。 

・生 のしくみ 0

・クローン

展開３ 

（ 0分） 

公民科の教員が「クローン」について、倫理お

よ 法 の 面からプリントを用いて説 す

る。 

  内容のポイント： 

・生命倫理とは

・クローンの 制に関する法

展開  

（ 分） 

・ 人程度のグループを作ってお互いに資料の

内容を理解できているのか確認し合う。

・どのような反論が考えられるのかを し、

プリントに する。

・ 表グループにどのような意見が出たのか確

認する。

教員 の 問も け ける。 

まとめ 

（ 分） 

回の内容の  

この資料に基づいて反論を書くことを説  

さらに自分自身で資料を べて

くることも指導する。 

者 の対 ： 資料を し， 回までに 自で読んでおくように指導する。 
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２時間目（ 分） 

目 授業内容 留意点 

導  

（ 分） 

回の授業を確認する。 

資料がフ イルに られていることを確認す

る。 

評価表と原稿用 を する。 

原稿用 は 書きの 800 字 

展開１ 

（ 0分） 

反論を書く。 

実際に原稿用 に反論を書いてみる。 

（ 書き原稿）600 字から 800 字程度 

論理的に反論するということを

確認する。 

早く わった生徒には読み返し

てみることや評価のポイントを

まえているのかを確認させ

る。 

イマーで時間表 する。 

展開２ 

（ 分） 

互いに評価する。 

人一 のグループを作る。 

グループ内で互いに論文を読みあい，評価する。 

原稿用 と評価表をセットにしてグループ内の

自分 の人に す。 

自で 者の 書き原稿を読んで評価する。 

（２人分評価できると い） 

うまく人数が り れない場合

には 人 にする。 人 上の評

価を に れるため。 

者は後 グループに え

る。 

書きあがっていない生徒は書き

ける。 回までに 成させる

ことを確認する。 

イマーで時間表 する。 

まとめ 

（ 分） 

回も けて評価しあうことを説 する。 

者 の対 ： 資料をもとに， 回までに原稿を作成するように指導する。 

３時間目（ 分） 

目 授業内容 留意点 

導  

（ 分） 

回の授業で書いた原稿があることを確認。 

論理的に反論することを確認する。 

評価を 開する。 

書いた原稿を れてきた生徒に

ついては 者の評価だけを行

う。 

展開１ 

（ 分） 

回と 人一 のグループを作る。 

グループ内で互いに原稿を読みあい，評価する。 

原稿用 と評価表をセットにしてグループ内の

自分 の人に す。 

読んで評価する。（３人目の評価） 

後に自己の 書きを評価する。 

などでうまくグループを作

れない場合にはグループを解体

させて の に り る。 人

上の評価を に れるため。 

イマーで時間表 する。 

展開２ 

（ 0分） 

人分（３人 自分）の評価をもとに清書する。 

まとめ 

（ 分） 

評価表・清書を にして提出する。 清書が わらない場合には１

間 内に担当者に提出すること

を指 する。 
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指導用資料（生徒には しない）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

課題文の 成  

・ ：クローンペットを作る

・理由：ペットを作 うと思った理由

・ペットのおかれる現実：多くのペットが 分される

・クローンペットの現実：実際に作られた （ レント ・ ）

・クローンの な面： の 用

・クローンの作成方法：約 10 後に生まれる

・クローンペット作成の 用：３ 国で異なる

・結論：法的な 制はない

反論として、考えられること

クローン作成の科学的 面

・成 の さ、それを うための多数の の 、 理 の用意

→ １ 生 ために の多くの命を にしている。

→ 目的の命ができなかった場合、

クローン 用の目的の い

・ の 用とペット（ 物）の作成では意 が う

→ 多くの人の せのために われるべき

倫理的 面

・Ａさんは、 当はペットを生き返らせて しいと思っている。

その わりとしてクローンを作ることの

・そもそも自分の みに合った生命を作っていいのか、という 問

・ にクローンが作れることから生まれる生命の 視

→ また作ればいい、命がモ と 価 になってしまう

→ ペットがいいなら、 トでもいいのではないか。

の 長

・ 的 面からクローンを作れる人と作れない人が出てくる。
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「クローン 物の作成について」をテーマに反論を書く

つい 、 っと一 に らしていたイ が事 で んでしまった。 家 は生まれ

てす に家に たこの の成長を見 って 10 上生活してきた。 当に が のよう

に扱った。もし生き返らせることができるのなら、 様にお いしたい。 べてみると、

000 に ってペットのクローンを作成する があることが分かった。家 で 分

に話し合い、 用がかかってもクローンを作ってもらうことにした。

ペットを って、 家 は の えたような家になってしまった。あの がいれば、

今 こんなことをして んでいたのに・・・と、 かにつけて考えてしまう。こういう

ちをペットロスというのだ うか。 でも、ペットを くした い の約 が 理的

な を うという もあるそうだ。「 しいイ を えば いのでは」と に われ

たが、 のイ ではこの ちは やせない。どうしてもあの がいないといけないと思

っている。

はペットを ててしまう人 が問題となっている。 のこともよく考え に 物を

し、 分なしつけや 理をしなかったり、自分の都合で 物を などに き

りに出す人がいるそうだ。それらの 物は しい い に されるか、 では

分されてしまう。 では 物 セン ーに収容された の 1 、 では 1 1 が

分されている。もし がクローンペットを に れたら、 対に することはな

い。いままでかわいがっていたあの が、 ってくるのだから。

現 中国では、 レント として活 しているイ のクローンを作成し、 技の を

しているそうだ。 レント は 。人間で えば 0 で、体力的に 理ができなくな

ってきている。そのクローンは み みが早く、 リ ルと ように 画などに出

させる なのだそうだ。また、 も のクローンを作っている。数多くの の中

から のある を し、 して に てていくが、クローンであればその 間

が けるということだ。

の分 でもクローン は実際に研究されている。 は１回の出 で１ 、１ で 10
回 どしか を まない。 の い や をたくさん出す はその だけで ん

でしまってはもったいない。 の い の を用い、 クローンを作成し、

に の を作り出せれば、多くの人に んでもらえると考えられる。

クローンペットの作り方も べてみた。ペットの の などから２ リ 方の体

を する。その後、体 から を り出し、 の に れ、 理 の に する。

約 10 後に生まれてくる がお目当てのクローンだ。

問題があるとすれば、成 が いことだ。 理 での出 は する確 が高く、

事に生まれるのは３ 程度だそうだ。そのため複数の を作り、多くの 理 を って一

度に クローンを複数作ることで成 を上 ている。

中国・ 国・ 国にクローン 物を作る 業がある。 国では約 1100 、 国では

クローン で約 0 の 用だ。中国ではクローン が約 0 、クローン が約 0
の価 で、 的 価にできる。これを高いと思うか いと思うかは個 の人 の価

だと思う。 家 にとって出せない ではない。

現 、クローン人間の作成は法 で られているが、クローンペットについて 確な

制はない。上 のようにい い と べた結 、 の家 であったイ もクローンを

作成してもらうことに めたのだ。

ＳＳＲⅠ・ＳＳＲＡ ＣＴＴ２
１
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り ・・・
ペットのクローン作成については、それを推進する意見や反対する意見の 方がありま

す。この問題はどちらの意見にも理由があり、どちらか一方の意見だけが正しいというよ

うな問題ではありません。

今回の授業では反論を学ぶ授業の題材として、一方の意見をもとに反論を書くように指

導していますが、この文章を書いた人たちの考え方が間 っているということを えたい

わけではありません。

の中には多様な意見があり、それぞれの意見は尊重されなければなりません。反論を

考えることは、 人の意見を理解することから まります。個人の立場や考え方などによ

り、今回の課題では自分の意見とは異なる意見を書くことになる人もいるかも れません。

しかし、論理的にものを考える のための題材であることを意 して、課題に り ん

でください。

内容理解のために・・・・・
１ ペットのクローン にも、どのようなことでクローン技 が生かされているか。

２ クローンを作る 用について、Ａさんはどう思っているか。

３ Ａさんは文中では、クローン作成の問題点は と っているか。

Ａさんは、２ 目のペットが んでしまった時、どうすると考えられるか。

Ａさんは んだペットがもう一度自分のとこ に ってくると思っているのだ う

か。

１
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生物 表 １ ３

クローンとは

もともと、 小 を意 する リシ 語で、 一の 情報を つ や個体（の

）を ぶ。 くから 物では し で やしたりして、クローンを作ってきた。 の

の 分が「 イ シ 」で、これもクローンで やしている。また、 物でも

で えるのではなく、 の体の一 から する 生 で えた個体はクローンで

ある。 物の では、 クラ や ラ、プラ リ などがあり、 では 生

はない。 物では の多様 が重要だったのではないかと考えられる。

1 0 にイ リスの研究者が「 生 」である マ クシの体 からクロー

ン ルを作ることに成 した。その後、研究では のクローンに成 し、現

のクローンには２ あることが られている。

１ 体 クローン

体 を 養し、そこから を り出す。その を、 を いた の に

し、 まで 養。それを の に して発生させる。 と全く

を つ。1 イ リスで を用いて初めて成 し、「 リー」と けられた。

その後、マ ス・ シ・ブ ・ マ・ コ・イ などが 生している。

２ クローン

家 などで研究されている。 が分 し 1 ～ になったとこ で

を ラ ラにして 養する。その の を、 を いた の に し、

まで 養。それを の に して発生させる。１つの から の

個体を る。 と 的には ではない。

クローンの問題点

現 、クローンペットを作るにあたり、いくつかの問題点が指 されている。

①成 の さ

理 は が高く、 事に生まれるのは３ 程度。そのため、用意する体

の 、 を する の数、 理 の数を一 数 えなければならない。100

に い数にするには、 しい数の３ を用意する 要がある。 理 の数だけでな
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く、 を するために ルモン を される など、多くの にかなり 担を

かける。また や、 などの 異 を っている確 も高く、その 多数は

させられる。

② の高さ

初に成 した リーは異 な さで し、 で した。これは一 的

な の 命よりも に い。

③ 的には 一だが、全く ではない

一 生 を想 してみると分かるが、 が でも が うことは

よくある。クローンの場合、 の う一 生 という見方もでき、 の生物

と全く ではない。 い が める のペットと ものができるとは らない。

クローンの 点

・ などのクローンを作ることで、 （ ）を つ を に生 すること

ができる。

・ などのように、多くの個体から して のある を ぶより、すでに実

のある のクローンを作った方が時間や 用の面で よく数を えることができる。

参考文 ニューステー 生物 表（ 書 ）

※生物学的視点から づいたこと
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 ＳＳＲⅠ・Ａ 
       Ｃ  生 理                     ３ 
 
 
 
 

 - 1 - 

（bioethics）とは  
 「 の とは か 」 するのは し 。生 学では の の である 質に

て ま まなことが分かってきて る。しかし の を上 に組 れ 「 の

」は れるの か 「 の 」のある のからしか 次の「 の 」は生まれてこな

。では の「 の 」の まりと りを が やって決 るの か また 人

の の を に考えることが ことなのか れを （学 ）が生 理学で

す。 
 体的には た の に て考えられて ます。 
 ・ の の りは が決 るのか・・・  
 ・ の は が決 るのか・・・・・ 成年の の  
 ・ の の 位は が決 るのか・・トリアージ の  
 ・ の の質は が決 るのか・・・・・ 生 バンク  
 ・ の の まりは が決 るのか・・・ 理  
 な が生きて る限り このよ な 題に することが てきます。 生

理に て考えて て 。 
 

（ ） 

・「 トに するクローン技術等の に する 」（ ン技術 ）2 1 6  

 

第  人 人クローン ト動 ト性 は ト 

性 を人 は動 の 内に してはならな 。 

第  第 3 の 定に した は 1 年 の し は 1  

の 金に し はこれを 科する。 

  

この は 定の人と を クローン人 や 人と動 を た

体を り すことの にか が て 定 れた 

 

・「 トに するクローン技術等の に する 」（2 1 ・ 2 2 3） 

  クローン技術 に定 る 定 の 成・ 等の の き等を に定 る 

  定 人 や動 の と から られる な  

 

・「 定 の に する 」（2 1 ・ 2 2 3） 

  用 の 成 デル動 の 成による 解 や な な目的の研究

を進 るた に を  

  

動 のクローン 体の に しては 「 科学研究 の 等に て 大

きな を する で人 の 理の 題等に れる のではな ことから 情報

を進 推進する」（ 成 9 年ライ サイエンスに する研究 発基本計 ）と

基本 の と での実用化研究が れて る 
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 -  - 

2 18 年に ・ のバー ラ・ストライサン は のクローンを り って ること

を らかにした。 や では ットのクローンを 成する ジ スが がって る。

は 6 ～1 。 ン トに する なコン ン ス

な

 

を基 に考えるか 

・人 生活の向上 

  ットロス対 （ ットロスに し 人を える） 

  ット ジ スの活性化に ながる 

  能力の高 ットを り る 

 

・クローンを ることは「生 」を かす（ 理学的 ） 

  クローン動 の の高 や 報 れて る 

  人 の で生き の を りかえて ーを り して のか   

の を して な のか  の 理に するのでは  

 

・ にクローンが れると  

  になって また れ 。 の に向き な なる 

  が と になってしま  

  ット けでな トで のではな か と がな なる 

 

・クローン ットの 成 用 

  クローン ットの 成を できる人は である 

  高 金を ってクローン ットを るより を て る の動 に対

して 金を きでは  

 

・「動 」の考え  

動 が 的・ 体的に充分 で であり と して ること 

（ 人 本動 会Ｈ より） 
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 -  - 

のよ な 論が考えられるのか しよ  
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